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Juntos!! 招へいプログラムの記録 

メルコスールグループ 

テーマ：経済連携および貿易と投資の促進 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、メルコスール加盟国及び準加盟国（アルゼンチン、

ウルグアイ、エクアドル、パラグアイ、ベネズエラ、ボリビア）より、経済連携及び貿易と投資の

促進に関心を有する社会人 12 名を招へいし、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促

進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、3月 14 日から 3月 22 日までの 8泊 9日の日程でプロ

グラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、パラグアイ、ベネズエラ、ボリビアより各 2名、合計 12名 

 

３．訪問地 

東京都、神奈川県、愛知県 

 

４．日程    

3 月 14 日（月）   成田国際空港より入国 

3 月 15 日（火）   来日オリエンテーション 

JICA 研究所 細野シニア・リサーチ・アドバイザーによる日本理解講義／基

調講演 

外務省 高瀬中南米局長主催レセプション 

3 月 16 日（水）   日本貿易振興機構（JETRO）訪問 

日本経済団体連合会訪問 

3 月 17 日（木）   横浜市表敬 

横浜税関視察 

愛知県へ移動 

3 月 18 日（金）   愛知県表敬 

トヨタ産業技術記念館視察 

ノリタケの森視察 

3 月 19 日（土）   八丁味噌の郷視察・体験 

岡崎城公園視察 

名古屋城視察 

大須商店街、大須観音視察 

3 月 20 日（日）   都内へ移動 

江戸東京博物館，東京都庁視察 
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3 月 21 日（月）   日本科学未来館視察 

3 月 22 日（火）   成果報告会 

黄川田大臣政務官表敬 

成田国際空港／羽田国際空港より出国 

 

５．Juntos!! プログラム記録写真  

メルコスールグループ 

 

 
 

 

3/15 【日本理解講義／基調講演】 

 

3/17 【地方自治体表敬】 

横浜市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/18 【地域産業】 

トヨタ産業技術記念館（名古屋市） 

3/19 【地場産業、文化体験】 

八丁味噌の郷（岡崎市） 

 
 

 

ｚ 

3/19 【歴史・伝統文化】名古屋城（名古屋市）  3/21 【報告会】 
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６．参加者の感想   

● ボリビア 社会人 

 今回の訪日は私にとっては心地よい驚きであったことは疑う余地もなく、在ボリビア日本大使館が私をこの

JUNTOS!!プログラムに参加できるよう選んでくださったことを大変光栄に思います。ボリビアに帰国後は、外務

省での日本に関する私の仕事がよりやり易くなることでしょう。  

このプログラムのように国と国との交流を促進するイニシャティブはとても良いことだと思います。何故なら、人

と人との触れ合い、「その場」で実際に文化やその国に直接触れることに勝るものはないと思うからです。 

 

● ベネズエラ 社会人 

 日本を訪れることは長年の夢で、それが実現しました。私は日本のテレビシリーズ、たとえば「マジンガーＺ」な

どを見て育ちました。そしてそれらの番組を通じて日本というとても技術が進歩した国があることを知りました。今

回の訪日ではそれを実証できたのみならず、その他の気づきを得ることができました。例えば、人々の親切さ、

教育、清潔などです。また、時間厳守には大変驚きました。 

 

● パラグアイ 社会人 

 日本人は技術の進歩、文化、そして国民性において私達を何光年も上回る社会を築いています。人々の相互

を敬う心、そして他人に対する親切心は素晴らしいです。 

また、日本では全ての物が組織的、体系的、計画的に動いています。 

特筆すべき点としては、自国のみの発展を考えているのではなく、他国を援助することによって共により良い

未来を築き上げようとしていることです。 

私は言葉を通じて日本を知ってはいましたが、実際に日本を訪問することができて以前の 1000 倍も日本のこ

とが好きになりました。 
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７．参加者の帰国後の発信内容 

Metodología

• Identificar al menos cinco de las principales
características de Japón, ya sean negativas o positivas
que más le han llamado la atención durante la estancia en
el país.

• Presentar las mismas en la pizarra y descartar las que
están repetidas.

• Con las principales características construir un FODA de
Japón.

• Con base al FODA construir un Plan de Acción que logre
vincular a cada uno de los países con Japón a través de la
definición de acciones concretas.  

FODA
•Disciplina

•Ciencia y tecnología

•Inclusión

•Valores culturales

•Institucionalidad

•Infraestructura

•Planificación estratégica`

•Atracción turística

•Desarrollo económico

•Desarraigo

•Impacto ambiental

•Tendencia demográfica

•Escaso desarrollo turístico

•Escasa integración cultural

•Rigidez

•Dependencia de recursos 
naturales

F D

•Comercio internacional y 
globalización

•Turismo

•Industria cultural

•Valores culturales

•Era tecnológica y digital

•Coyuntura económica 
internacional

•Conflictos regionales

•Modelo de desarrollo

•Competencia internacional

O A

 

アクションプラン アクションプラン 

Japón – América 
Latina 

• Cooperación en inversión y 
desarrollo

• Ingresos turísticos
• Inversión extrajera
• Asistencia técnica y financiera
• Intercambio Cultural

América Latina -
Japón

• Abundancia de recursos 
naturales

• Recursos humanos
• Servicios
• Emisión de bonos de carbono
• Complementariedad cultural
• Mercado
• Cooperación en organismos 

internacionales

Oportunidades de cooperación

 

Propuestas

• Crear una “RED JUNTOS JAPÓN- MERCOSUR 6 países”.

• Transmitir la experiencia y mantener la vinculación.

Conferencias, talleres, foros.

Publicaciones – Videos.

Crear redes sociales.

Representación institucional.

 

アクションプラン アクションプラン 

プログラム参加中の様子や参加者の声はＳＮＳを使って広く発信されました。 

Twitter, Facebook ハッシュタグ ＃Juntosjapan2015 

 


